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A good book has no ending.
編集委員

　私にとって季節の訪れは，景色の移ろいに先立って，まず匂いによって知らされる．初春，蝋梅のほ
のかに甘い香りにふと足を止めると，まだ冷たさの残る空気の奥に，春の気配がかすかにゆるんでいく
のを感じる．やがて沈丁花のやさしい香りが漂い始めるころには，胸の内にもまた，言葉にならぬ小さ
な喜びが芽生えている．初夏の夜風に乗って漂うニセアカシアの香りには，どこか人を惑わせるような
夢の気配がある．そして秋，澄みきった青空のもとで香る金木犀は，あざやかな余韻を残しながら，季
節の深まりを静かに告げてくれる．
　香りはいつも，不思議なほどたしかに記憶と結びついている．その匂いに触れた瞬間，かつての出会
いや別れ，あのときの空気や胸の揺らぎが，何の前触れもなく立ち帰ってくる．切なく，懐かしく，そ
れでいてどこか温かい．私にとって季節とは，ただ目に映るものというより，心の奥にそっとよみがえ
る匂いとして感じられる．

鈴木富雄（大阪医科薬科大学医学部 総合診療医学教室）

季節の匂い
編集幹事のミニエッセイ
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